
　

11
月
14
日
、
市
自
治
会
連
合

会
（
白
戸
英
行
会
長
）
主
催

の
「
市
政
懇
談
会
」
が
旧
制
木

造
中
学
校
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
自
治
会
長
ら
約
50
人
が
、

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
倉
光
市
長
や
市
の
幹
部
職
員

と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
先
立
ち
、
倉
光
市

長
は
「
一
人
で
も
多
く
の
市
民

が
こ
こ
で
暮
ら
し
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
て
い
き
た
い
。
各
自
治
会
で

困
っ
て
い
る
こ
と
や
実
施
し
て

ほ
し
い
こ
と
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
け
て
、
市
長
特
別
講
話
で
は
、

本
市
に
と
っ
て
1
丁
目
1
番
地

で
あ
る
農
業
を
テ
ー
マ
に
、
8

月
の
大
雨
の
被
害
状
況
や
支
援

策
の
内
容
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の

取
り
組
み
、
市
の
新
規
就
農
支

援
事
業
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
各
地
域
が
抱

え
て
い
る
課
題
や
要
望
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
。
出
席
者
全

員
が
問
題
を
共
有
し
な
が
ら
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

設
置
し
て
40
年
経
過
し

て
い
る
側
溝
も
多
く
あ

る
と
伺
っ
た
。
水
の
流
れ
が
悪
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
対

策
は
あ
る
か
。
要
望
は
ど
こ
に
出

せ
ば
い
い
か
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
排

水
路
の
問
題
は
経
年
に

よ
る
機
能
不
全
や
ふ
た
が
無
く
て

道
路
が
狭
い
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
市
内
で
は
、
い
ま
だ
に
土

側
溝
の
排
水
路
で
流
末
処
理
の
悪

い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
随
時
対
応

し
て
い
ま
す
が
整
備
の
進
捗
が
難

し
い
状
況
で
す
。
住
宅
地
内
の
側

溝
は
住
民
の
皆
さ
ん
に
清
掃
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
下
排
水

口
部
分
や
人
の
手
で
は
難
し
い
所
、

住
宅
の
張
り
付
い
て
い
な
い
箇
所

は
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
で
き
る

限
り
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
要
望
は
土
木
課
へ
、
な

る
べ
く
個
人
単
位
で
は
な
く
、
町

内
会
単
位
で
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

テ
ー
マ
　
道
路
の
側
溝

横
町
町
内
会
　
粕
谷
　
光
彦 

会
長

テ
ー
マ
　
空
き
家
対
策

吹
原
自
治
会
　
渋
谷
　
俊
浩 

会
長

テ
ー
マ
　
出
産
準
備
金

下
相
野
自
治
会
　
盛
　
　
恒
博 

会
長

管
理
者
不
明
の
空
き
家

が
増
加
す
る
中
、
防
災
、

衛
生
、
景
観
の
面
で
悪
影
響
が
深

刻
で
あ
る
た
め
、
よ
り
一
層
、
対

策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

倒
壊
の
お
そ
れ
な
ど
周

囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
を
特
定
し
、
適
正
に
管
理
す

る
よ
う
促
し
て
お
り
ま
す
。

　

空
き
家
等
に
関
し
て
は
、
個
人

の
資
産
な
の
で
、
ご
本
人
ま
た
は

相
続
さ
れ
た
方
が
管
理
、
費
用
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　

今
後
、
空
き
家
の
解
体
費
用
の

支
援
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
で
は
、
妊
娠
し
て
い

る
方
に
10
万
円
を
支
給

す
る
方
針
だ
が
、
市
独
自
で
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
は
行
わ
な
い
の

か
。

本
市
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、
現
在
、
中
学

生
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
償

化
、
第
2
子
以
降
の
保
育
料
等
の

助
成
、
学
校
給
食
費
の
軽
減
、
不

妊
治
療
費
の
助
成
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
ど
も
医
療
費
の
無

償
化
を
高
校
生
ま
で
拡
充
、
保
育

料
等
の
完
全
無
償
化
、
出
産
祝
い

金
の
支
給
な
ど
、
子
育
て
に
か
か

る
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
負
担
の
軽

減
策
を
検
討
し
て
お
り
、
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
、
各
事
業
の
効
果

や
優
先
度
を
勘
案
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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自治会長に説明する倉光市長自治会長に説明する倉光市長
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市民と行政市民と行政
　協働のまちづくり　協働のまちづくり
　市自治会連合会
　　　「市政懇談会」



一人一人を大切にした福祉のまちづくりに向け決意

　市立図書館では、調べることで子どもたちに自ら学ぶ力を
つけてもらいたいと、第６回市立図書館を使った調べる学習
コンクールの作品を募集。今回は市内の小中学生から過去最
多の66作品の応募があり、14点の受賞作品を決定。最優秀
賞には、穂波小学校６年の太田ここみさんと伝法谷奈桜さん、
柏中学校２年の荒関夏帆さんが選ばれました。
　太田さんは「天気予報って当たるの！？」と題して、夏休み
の約１カ月間の天気と予報を記録し、当たる確率はおよそ
77％と結論付け、「調べてみて当たる確率が高かった」と振
り返りました。伝法谷さんは「夢見る夢研究」と題して、レ
ム・ノンレム睡眠や金縛りの解説をはじめ、自身の15日間
の夢日記などを紹介。「脳の名前などを分かりやすくイラスト
で解説しているところを特に見てほしい」と話しました。

　太田さんと伝法谷さんの作品は、公益財団法人図書館振興財団主催の全国コンクールに推薦されました。受賞作
品は市立図書館で２月末ころまで展示していますので、ぜひご覧ください。
　他の受賞者は次のとおりです。▽小学生の部優秀賞　乳井絢女（穂波小６年）、優良賞　福士希歩（向陽小２年）、
奨励賞　菊池桃李（向陽小２年）石岡汰進（瑞穂小６年）鳴海花（瑞穂小６年）、特別賞　高橋芽生（向陽小２年）
髙橋桜凜（穂波小３年）藤田愛華蝶（森田小３年）野呂歌音（森田小４年）尾野桃星（稲垣小６年）▽中学生の部
優秀賞　成田柚歌捺（柏中２年）

図書館調べるコンクール　受賞14作品が決定

表彰状授与式に出席した受賞者の皆さん
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まちの話題

　第18回つがる市社会福祉大会が開催され、市民や来賓約
150人が集まり、一人一人を大切にした福祉のまちづくり
に向け決意を新たにしました。
　「福祉の作文」発表では、市内小中学校から６人の児童
生徒が登壇し、「地域の人のために動いたり、何か考えた
りできれば、地域とつながりのある学校になれる」「介護職
という仕事をしている母をぼくは尊敬している」「社会は簡
単に変わらないと思うが、少しずつでも発達障害の存在を
広めていきたい」などと読み上げました。
　式典では、市社会福祉協議会の白戸英行会長が「誰もが
住み慣れた地域で安心して生活できる地域づくりに積極的
に取り組んでいきます」とあいさつ。続いて、地域福祉の
向上などに貢献した個人、団体に対し、白戸会長から表彰
状および感謝状が贈られました。福祉の作文を発表する稲垣小６年生秋元良仁君

11/5
松の館

　外国人技能実習制度により、ミャンマーから来日し、市
内のグループホームで介護技能実習生として働く５人が市
役所を表敬訪問しました。
　この制度は、外国人の技能実習生に日本の企業等で技能・
技術・知識を習得してもらい、母国の経済発展を担う「人
づくり」に寄与することを目的としています。
　エンプレッサ協同組合（傅法谷良二理事長）は、介護技
能実習生を受け入れる監理団体で、今回初めて実習生を受
け入れます。
　実習生のYI YI MON（イー・イー・モン）さんは「仕事
に早く慣れたい。将来は介護福祉士の資格を取り、日本で
ずっと働きたい」と抱負を語りました。 介護の仕事にやる気に満ちていた実習生の皆さん（前列）

ミャンマーから介護技能実習生が来日
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市役所
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市立図書館


